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研究成果の概要（和文）：ある雌雄異株の形態をとるコケ植物のオス株は，メス株に接触するとメス株からのシ
グナルを感知して個体サイズを小さくさせ，メス株に半寄生状態で生育する。研究者はこの現象を司る物質の探
索に挑んだ。現象の再現実験系の構築が最重要と考え，研究者がこれまで培養した系を中心に検討したが安定し
た実験系は見出せなかった。視野を拡大し，非無菌状態での培養と既知ホルモン分析から，1つ以上の植物ホル
モンが関与し得ることを見出した。これらが現象に直接関わるか慎重に検討し，ホルモン変動も指標としながら
物質の単離に向け準備を進める。

研究成果の概要（英文）：A kind of male strains of moss plants perceived a signal from the female 
strain to reduce the individual size, and grow in a semi-parasitic state on the female strain. I 
thought that it was most important to construct a reproduction experimental system that challenged 
the search for the substance controls this phenomenon, and mainly examined the systems that had been
 cultivated so far, but could not find a stable experimental system. However, I found that one or 
more plant hormones could be involved in this phenomenon from non-sterile culture system.

研究分野： 天然物有機化学

キーワード： 矮化　天然物　コケ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で着目した現象と物質は植物の新たな繁殖戦略を物質レベルで明らかにできるものであり，重要な知見を
提供できるものと期待する。植物には一つの花に雌しべと雄しべが共存する両性花，一つの株に雄花と雌花をつ
ける雌雄異花，そして動物のようにメスとオスが別れている雌雄異株の形態が存在する。受精の効率，環境への
適応性を考えると，どの形態も一長一短である。このような中，雌雄異株の形態をとったにも関わらず，受精の
効率をあげるため矮雄という戦略をとったコケ植物の制御機構を明らかにできれば，植物の繁殖戦略と性分化の
新たな概念を提唱できると期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本で生育している蘚類に属するコケ植物では，雌雄異株を形成する種が雌雄同株の

種よりも多いことが報告されている。通常，雌雄異株の蘚類ではオス株とメス株の大き
さにあまり違いはないが，オス植物が著しく矮小化してメス植物の茎，葉版，葉面など
に仮根によって付着して生活していることがある。このように矮小化したオス植物は矮
雄と呼ばれ，短い茎の先端にある数個の造精器が，数枚の葉で保護されただけの単純な
構造をとる。つまり通常の生育機構を捨て矮化することで，メス植物体の生殖器官の一
部のように振る舞い，エネルギーを生殖に集中することで，繁殖効率が上昇する仕組み
となっている。現在までに矮雄現象は植物界においてコケ植物，その中でも蘚類のみか
らの報告となっており，他のシダ植物や顕花植物では知られていない。矮雄現象は動物
において見られており，遺伝的に矮雄化が決定しているもの，メス植物と接触すること
で起こるもの，の大きく 2つに分類される。当該オス株の矮性化は遺伝的に固定された
ものではなく，メス株からの植物ホルモン様物質によって誘発されると強く示唆されて
おり，このオス株の成長を抑制する物質を解明することを目的とした。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は矮雄現象を制御する【矮雄誘導物質】の単離・構造決定を設定する。

その構造を明らかにし，構造活性相関研究や生合成経路の解明に繋げていきたい。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では矮雄現象が知られているヤマトミノゴケを材料に利用した。ヤマトミノゴ

ケは通常オスが存在することから，ヤマトミノゴケの矮雄が生じる条件を二つ想定した。
すなわち，通常オスが昆虫や動物など他の生物によりメス株に近づき，メスのシグナル
を受けて矮雄が生じる。もしくは，散乱した胞子がメス株上で発芽し，メスのシグナル
を受けて矮雄となる。この２つの可能性を研究室で再現し，メス株に胞子もしくはオス
株を乗せることで矮雄が生じるかを応答系の軸においた。研究の進展は材料であるコケ
調達速度に大きく左右されるため，培養規模の拡大を狙い液体培養系の導入も視野に入
れたが，回復応答系の確立に注力した。これまでのヒメツリガネゴケを用いた研究から，
コケのステージ「茎葉体」より，菌糸のように培地上を這って生育する「原糸体」ステ
ージの方が生育は早いことが判明している。茎葉体での実験と並行して，原糸体での試
験も準備し，原糸体において矮雄化現象と同様な変化が生じるか観察を試みた。茎葉体，
もしくは原糸体を用いた生物検定法を指標に，メス株からのシグナル物質の精製を進め
【矮雄誘導物質】の検出を目指した。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は，コケ植物が生産する【矮雄誘導物質】の単離・構造決定と生合成経路の解

明を目的としている。 ヤマトミノゴケは植物の中で，矮雄現象が報告されている植物
であり，この矮化は遺伝的に固定されたものではなく，メス株からの植物ホルモン様物
質によって誘発されると強く示唆されている。まず矮雄をメス株から単離しメス株と通
常雄をそれぞれ生育させ，研究室内での矮雄現象の再現の後，メス株の生産する物質の
探索を試みることとした。 
実体顕微鏡による観察から矮雄を数個体単離し，これまで扱ったコケ植物と同様にエ
タノールや次亜塩素酸等を用いて無菌化を試みた。しかし，生きた状態の株を単離する
ことが困難な傾向が認められ，無菌化の操作を行わずに生育を見たが，それでも生育状
況は変わらなかった。このこと自体も重要な知見と思われるが，さらに個体数を確保す
るために採集に行く予定だったが，緊急事態宣言等で中止せざるえない状況であった。 
並行して胞子の採取も行い無菌化，非無菌化条件で発芽状況を見たが，これまで扱った
コケと異なり発芽やその後の生育状況が良くなかった。そこで，無菌化した植物体の単
離を止め，矮雄株とメス株の植物ホルモン分析を行ったところ，複数の植物ホルモンが
有意に変動していた。これらが現象に直接関わるか慎重に検討し，ホルモン変動も指標
としながら物質の単離に向け準備を進めたい。緊急事態宣言や，研究者の異動も伴い遅
れてしまったことも原因であるため，今後も効率的な培養法を検討し，単離に向けて進



 

 

めていきたい。 
他方，植物の矮化に関与する新たな生理現象も本研究を進める上で重要な知見となる。

異動もありセットアップに時間を要したが，植物を矮化させる生理活性物質の単離と，
その作用機序を解明していきたい。 
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